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今田政成
まとめ
　rからたちの花」「赤とんぼ」「待ちぼうけ」「この道」の数曲の歌をとり
あげてみると、作曲者名は知らなくても大正、昭和を通して誰でも一度は歌っ
たことがある歌であろう。これほど親しまれてきた歌は他に類をみないので
はないだろうか。
　過去によく歌われた童謡や歌曲が、あまり歌われなくなった今も山田耕搾
の作品は歌い継がれている。たとえ、童謡であっても時代の流行に迎合しな
い芸術的な歌曲であるからではないだろうか。そして、北原白秋らの詩人と
の出会いは極めて重要と言わなければならない。
　山田耕搾の歌曲を技法的にみると、ドイツ・リートのあり方への的確な把
握がみられ、ブラームス、シューマン、ヴォルフ、リヒャルト・シュトラウ
スなどの歌曲から多くのものを学びとった跡が見られる。
　そして日本語のアクセントヘのこだわりは、非常に細かいものがある。日
本語を正しく書き表すことができるのは日本語でしかない、という結論に達
したため、途中から長年研究してきたローマ字表記による歌詞を取り除き、
初期の頃から使っていたイタリア語による楽想表示を日本語に書き換えてい
るのである。
　留学を機にいろいろな国の歌曲の研究に取り組んだ山田耕搾はそれぞれの
国によって歌曲の性格や様式が違うのは、国民性だけでなく根本的な原因は
その国の言葉にある、と断じている。
　西洋的アクセントとは全く異なる日本語のアクセントと旋律の一致を考え
出した山田耕搾の作曲理論は画期的なものであった。
　歌曲作曲家のイメージが大きい山田耕搾だが、1912年に作曲した交響曲
「かちどきと平和」、翌年に完成した交響詩「暗い扉」同じく「曼陀羅の華」
は彼の代表作であるばかりでなく、わが国最初の管弦楽作品として重要であ
る。さらに、指揮者としてオーケストラの育成や、ワーグナーやドビュッシー
作品の初演など我が国の音楽界に与えた影響は計りしれないものがあり一層
の研究が必要である。
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